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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月16日(2017.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽エネルギー、風力エネルギー及び／又は水力エネルギーをソース電力に変換させる
ための第１のソースからの当該ソース電力を、負荷用の負荷電力に変換するデバイスであ
って、
　前記第１のソースからの第１の直流電圧信号を、前記負荷用の第２の直流電圧信号に変
換する第１のコンバータと、
　前記第１のコンバータを制御する第１の装置であって、第１の制御電圧信号に応えて、
前記第１のコンバータの前記第２の直流電圧信号を調整する、前記第１の装置と、
　前記第１の制御電圧信号を提供する第１の回路と、
　を含み、
　前記第１の制御電圧信号は、最小値以上の振幅を有し、前記第１の制御電圧信号は、前
記第１の直流電圧信号の振幅が前記最小値よりも小さい場合であっても、前記最小値以上
の振幅を有する、デバイス。
【請求項２】
　前記第１の制御電圧信号は、前記第１の直流電圧信号から全く導出されないか、又は前
記第１の制御電圧信号は、前記第１の直流電圧信号から完全に比例した態様では導出され
ない、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記振幅は、固定の振幅である、請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記第１の制御電圧信号は、閾値よりも小さい振幅を有する前記第１の直流電圧信号に
対し、固定の振幅を有し、前記第１の制御電圧信号は、前記閾値よりも大きい振幅を有す
る前記第１の直流電圧信号に対し、前記第１の直流電圧信号の振幅に比例する振幅を有す
る、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記第１の制御電圧信号は、前記第１の直流電圧信号の振幅に反比例する振幅を有する
、請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
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　前記第１の制御電圧信号は、前記第１の直流電圧信号の振幅の二乗に比例する振幅を有
する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記第１の装置と前記第１の回路との組み合わせは、相対的に小さい振幅を有する前記
第１の直流電圧信号に対し、前記第１のコンバータの入力インピーダンスを増加させるた
めに、前記第１のコンバータの周波数及び／又はターンオン時間を変更する、請求項１に
記載のデバイス。
【請求項８】
　前記第１の装置は、インターリーブされた境界伝導モード力率補正コントローラを含む
、請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記第１の装置は更に、力率を調整する、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　第２のソースからの第１の交流電圧信号を、第３の直流電圧信号に変換する第２のコン
バータと、
　前記第２のコンバータを制御する第２の装置であって、前記第２のコンバータの前記第
３の直流電圧信号を調整する、前記第２の装置と、
　前記第２の直流電圧信号と前記第３の直流電圧信号とを、前記負荷用の負荷信号に組み
合わせる第２の回路と、
　を更に含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１１】
　信号のパラメータを検出し、検出結果に応えて、第２の制御電圧信号を前記第２の装置
に提供する検出器を更に含む、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　請求項１に記載のデバイスを含み、前記第１のソース及び／又は前記負荷を更に含む、
システム。
【請求項１３】
　太陽エネルギー、風力エネルギー及び／又は水力エネルギーをソース電力に変換させる
ための第１のソースからの当該ソース電力を、負荷用の負荷電力に変換するデバイスの方
法であって、前記デバイスは、前記第１のソースからの第１の直流電圧信号を、前記負荷
用の第２の直流電圧信号に変換する第１のコンバータと、前記第１のコンバータを制御す
る第１の装置であって、第１の制御電圧信号に応えて、前記第１のコンバータの前記第２
の直流電圧信号を調整する、前記第１の装置と、を含み、
　前記方法は、
　最小値以上の振幅を有する前記第１の制御電圧信号を提供するステップであって、前記
第１の制御電圧信号は、前記第１の直流電圧信号の振幅が前記最小値よりも小さい場合で
あっても、前記最小値以上の振幅を有する当該ステップを含む、方法。
【請求項１４】
　コンピュータ上で実行されると、請求項１３に記載の方法のステップを行う、コンピュ
ータプログラム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のコンピュータプログラムを記憶して含む、媒体。
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